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	Wi-Fiポスター広告　利用規約
	第1条（利用規約）
	1.この「Wi-Fiポスター広告 利用規約」（以下「本規約」といいます）は、エヌ・ティ・ティ・ブロードバンドプラットフォーム株式会社(以下｢当社｣といいます)の提供する広告サービス「Wi-Fiポスター」（以下「本サービス」といいます）について、静止画および動画広告、アンケート等（以下、「広告」といいます）掲載を希望する法人もしくは個人、又はこれらから委託を受けた広告代理店（以下「申込者」といいます）の利用申込及び利用に関して適用されます。
	2.ただし、別段の合意がある場合は、その合意に基づく料金その他の提供条件によります。
	第2条 （本規約の変更）
	当社は、申込者の承認を得ることなく、本規約を変更することができるものとし、申込者及び当社は変更後の規
	約の定めに従うものとします。広告掲載期間中に本規約を変更する場合、当社は申込者に対して、本規約第25条(通知)に規定する方法により事前に通知します。
	第2章 本サービス利用
	第1節 利用申込、サービスの成立
	第3条 （事前の合意）
	申込者は、本サービスを利用するにあたり、利用申込書を当社に提出する前に、本サービスの利用料、利用期間等の事前合意事項について、当社との間で事前に合意するものとします。
	第4条 （申込者の義務）
	申込者は、下記各号の定めによる場合は、本サービス利用の見積書及び所定の利用申込書が送付されないこと、並びに当社が申込者による本サービスの利用申込の受諾をせず、サービスが受けられない場合があることを予め同意するものとします。又、万一これにより申込者が損害・損失を被ったとしても、その理由の如何を問わず、申込者は当社に対して損害賠償請求等何らのクレームをしないものとします。
	（1） 申込者が本規約に定められた義務の履行を怠るおそれがあると認められる事由があると判断したとき、又は申込者が過去に当社との契約上の義務を怠ったことがあるとき。
	（2） 申込者が本規約に違反する行為を行うおそれがあると認められる事由があると判断したとき、又は申込者が過去に当社との契約の違反をなしたことがあるとき。
	（3） 申込者が第11条（広告の削除・変更）各号に該当する事由があると判断したとき。
	（4） 申込者が本サービスの利用を自己使用以外の目的に利用することを意図していると認められる事由があると判断したとき。
	（5） 申込者が当社の業務・信用を阻害する等、当社の不利益となる可能性のある顧客と認められる事由があると判断したとき。
	（6） 利用申込書に虚偽の記載があったとき。
	（7）その他前各号に準ずる場合で、当社が本規約を締結することが妥当でないと判断したとき。
	第5条 （利用申込・サービスの成立）
	1. 申込者は、サービス利用開始を希望する日の1ヶ月前までに必要事項が記載された利用申込書を当社に提出することによって、本サービスの利用を申込むものとします。
	2. 当社は、利用申込書の受領後遅滞なく申込者の本サービスの利用の可否について判断し、その結果を遅滞なく申込者に通知するものとします。当社からの「サービス利用可の通知により、利用契約の成立とします。
	3. 申込者は、当社に利用申込書を提出する際に、当社が本サービスを申込者に提供するために必要な最小限の個人情報（「会社名」「担当者氏名」「住所」「電話番号」「メールアドレス」等）を当社が必要と判断した第三者に対して開示することに同意するものとします。
	第6条 （広告掲載期間）
	1. 広告は申込者が提出した利用申込書に基づいた期間で掲載されます。
	2. 広告申込の成立後、申込者の都合により広告掲載期間の変更はできないものとします。
	第7条 （広告掲載場所）
	1.広告は申込者が提出した利用申込書に基づいた、Wi-Fiスポットのログイン画面に表示されます。
	2.申込者は、Wi-Fiスポットの電波状況、通信状況、利用者の環境等により広告が表示されないことがあることに同意するものとします。
	3.広告が掲載されるWi-Fiスポットは、予告なく追加・変更もしくは廃止される場合があります。利用申込成立後に掲載場所が追加、変更、廃止された場合でも、料金等の変更は行わないものとします。
	第2節 広告の掲載
	第8条 （広告事前審査）
	1. 当社は利用申込後、掲載基準に照らして、広告内容の審査を行い、審査に合格した広告のみを掲載いたします。
	2. 掲載基準は予告なく変更される場合があります。
	第9条 （広告内容）
	1. 広告内容に関しての一切の責任は、申込者が負うものとします。
	2. 申込者は広告に次の各号の内容を含まないものとします。
	（1）掲載内容が諸法令に抵触している、またはそのおそれのあるもの
	（2）社会倫理または社会秩序に反するもの
	（3）他人を誹謗中傷する内容あるもの
	（4）虚偽・誇大または不正確な表現でユーザーに誤解を与えるもの
	（5）射幸心を著しくあおる、迷信に類する、わいせつ・醜悪など不快感を与える、差別的表現など、社会通念上問題があるとみなされるもの
	3. 申込者は、申込者が用意する素材が第三者のいかなる知的財産権その他の権利及び営業秘密も侵害していないこと、並びにいかなる条約・法令・規則に反していないことを保証するものとし、これに違反した場合は、申込者が自己の責任と費用負担で解決するものとします。また、各国法令に照らし適法な手続き、方法もしくは手段により作成または入手するものとします。
	4. アンケート等の本サービスを用いて機密情報や個人情報等の発信、収集の管理責任は申込者に帰するものとし当社はその責を負わないものとします。
	5. 当社は取得したアンケートの回答について、結果の集計等のため、内容の確認を行うものとします。
	6. 広告により当社およびその関係者が第三者よりクレームを受ける等損害・損失を被った場合は、申込者はその損害・損失を賠償する責任を負います。
	第10条 （広告の表示回数および利用者に関する情報）
	当社が申込者に提示する、広告表示回数は過去の平均値を元に算出した目安であり表示回数の保証を行うものではありません。また、利用者の属性情報、利用頻度など本サービスの利用者に関する情報について、当社はその正確性について一切の保証を行いません。
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